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富山縣東部魚津町・上市町附近の第三系ec

今村外治・長谷晃・村田茂雄…

吉田博直・多井義郎・中島擾

1　ま　　え　　が　　き

　富山県甫部及び西部Q第三系は・これに隣接する石川県東部のそれと共に，古くから

多数の単者によつて研究せられ，殊に最近は，石油開発促進委員会（PEAC）等の事

業として，大規模な調査研究が引続き行われるに至つた為に轍，その知識は飛躍的に

発展し，H本新第三系の重要標準地域と考えられるようになつた。然るに神通川以東の

第三系に就いては，これまでに市村賢一α1・石井清彦（2）の黒部川下流・、泊町地域の研究

と，今村外治③の全般的概査が行われ，八尾・音川両層群の発達寮予想されていたに

過ぎなかつた。’かかる状況下に，昭和23年7月2eHより9月29日に至る約6eH聞，

PEACの事業として，今村外治・長谷晃が担当者となり，下新川郡魚津町・中新川郡

上市町附近第三系の研究を行つた。早月川以北片貝川・布施川流域に至る魚津地区は，主

として今村外治・村田茂雄・中島拡により，叉同川以南上市川・大岩川に至る上市地区

は長谷晃・多井義郎により，更に両地区の東南部火山岩地帯は，吉田博直により調査さ

れた。調査当時，上市地区隣接．ヒ滝・笹津地区の石炭調査班伊田一・善・小野暎，魚津地

区隣接泊極め石油地質調査班内尾高保とは・概の調査を報告検討し，大山桂は親し

く主要化石産地を訪れ，化石の鑑定に当られた。更に同年11月5・6H京都大学で撰山次　　一

郎・池辺展生を中心に，PEAC富山小委員会の報告会が開かれ，われわれの調査結果に

就いても，有益な討論と教示とをいただくことが出来た。其の後植物化石の鑑定は遠藤

誠道・堀川芳雄構管の労をわづらわし，又内尾高保は古鹿熊にて筆者等の採集せる含有孔

虫岩片に就いて研究せる貴重な資料を提供された。松本達郎・木野崎吉郎・小島丈児から

は激励と好意ある意見を寄せられた。調査中，魚津地方事務所を始めとし，関係各町村

役場当局・片貝谷村宗淋寺・眼目立山寺その他の各位から数々の便宜と好意とを寄せら

れた・ここに轍を草するに当り・前記の雛並び噺査磯会を与筋れ喫EAC
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　纏翻聯及ゴ

ce　　地理調査所五万分一地形圖五頁石・魚津・黒郭参照

鞘　　九欄工業大離（明治工業専門學校）地質學数室

xacx　順山次郭を委員長とする富山小委員会各班及び石炭地質調査班の謝査が昭和22年以来引績き

　　實施された。

鞘鞘広島文理科大學遭物學教授
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関係当局に対し，深甚の謝意を表したV・。次にこの研究に要した費用には今村に与えられ

た文部省科学研究費の一部をも宛てた該三に併せて謝意を表する。本調査の結果に就いて

は，昭和24年12月，日本地質学会西｝1本支部例会に於て発表した。この研究に就V・ては爾

検討すべき点の甚だ多いことを痛感しているが，当分更に調査を加える予定もたたない

ので，不備のまま一応今日迄に得られた結果を発表し，各位の御叱正を仰ぐ次第である。

ll地形地質の概要

　地域は富山某の東部にあり，その東南方には標高3000mの立山連峯壁立し，富山湾に

急斜する山地の前縁地帯である。東南部は，所謂飛騨片麻岩・花嵩岩・手取層群の旧

期岩類より成り，標高700m－100Cmに及んでV・るが，これより平原に移化する低山性

山地と，その西北周辺部の旧隆起扇状地基盤は，第三系の主要分布地域である。上市・

早月・片貝その他の諸河川は，これらの山地を開析して西北に奔流し，その下流部に見

事な新扇状地を展開している・山地の末端には・300～40Gm士の高度に迄隆起旧扇状地

が傾椅し開析されて分布し，山地の著るしい上昇に伴う傾動運動を暗示してV・る（4）。第

三系は旧期諸岩層を不整合に被い，或はこれらと断層接触をなし，走向NE－SW，傾

斜NWの単斜構造で，従つてSEよりNWに向けて，次第に下位岩層から上位岩層え移

化する。爾その末端部に第四系の隆起扇状地堆積物が分布する。第三系を主とする地質

の詳説は魚津・上市両地区別に記述するが，上市地区では八尾層群h一部に不整合に累積’

する音川層群があるが，魚津地区では，八尾層群最上部の新村層相当層と音川層群とは

整合に累重し？むしろ県西北部氷見町附近の余川層群に類似の関係が認められる⑤。

両地区共八尾層群止冥瀬・掛畑租当層は明確を欠き，更に樫尾層堆積当時迄も安山岩質

火山岩の噴出が盛であつた事は注目に値し，然も明に海底火山活動と考えられる。

皿　地　　質　　各　論

ハ魚　津　地　直

a　基盤岩類　本瑠区の基盤岩類は眼球片麻岩・送入片麻岩・レンズ状晶1質石灰岩等の

所謂飛騨片麻岩類と，これを貫く黒雲母花嵩岩・更にこれらを不整合に被う手取層群礫

岩・砂岩である。東布施村嘉例沢及び福平，片員谷付山女谷では，片麻岩の片状方向は

NE叉はNNWで傾斜NW又はSWWに70°…　80°である。山女谷及び奥平沢では，片

麻岩類を貫く黒雲母花嶺岩が露出し，更に早月川岸尻高山を中心に同様の花嵩岩が発達

する。手取層群礫岩・砂岩は，山女・平沢・奥平沢を中心に，黒雲母花崩岩・片麻岩を
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不整合に被覆し，更に青灰色凝灰岩を爽んでv・る。前記礫岩・砂岩と同様の岩層は早月

川岸蓬沢を経て，上市地区南方白萩村千石川小叉川流域に延び，そこではCladoPklebis

browniana（Dunker），　Onychiopsis　elongata（Gey】er），　Adiantites　sp．，　Ginkgoites

digitata　（Brongniart），　Podo2a〃lites　lanceolatus　（L．＆　H．），　P．　reinti　Geyler

Hausmannta（Proforhipt’s）sp．（6）をかつての調査で今村は採集した。爾隣接泊地区

南方の来馬層群とは，岩質梢異なる点があり，当地域内の中生層は化石の産出を見ない

が，手取層群のものと見て差支えなV・。是等基盤岩類は東布施村嘉例沢で第三系基底の

次記古鹿熊層礫岩と断層接触を示し，片貝谷村山女谷の奥では，片麻岩が不整合に前記

礫岩で被覆され，更にN60°Eの急斜する断層で切られてV・る。

b　新第三系　当地域の薪第三系は，岩相層序上次のように区分される。

　　8　呉羽　山　厨　・1　雫澤流紋岩　片貝谷村平沢を模式地とする。斑状組織の

　　　　　　　　　　　著るしい淡灰色黒雲母流紋岩で，一般に流理構造は認められな
　　7　室・田　層
　＿　　　　　　　　　い。松倉村旧松倉部落北方1km附近にリソイダイトが分布す

　需6東賄る鯛瀦の関係は未詳である．山女谷では，基鱗類との

　騒池尻贋間に，欄岩の不規鵬版含纈灰鰍岩を繊とし瀕灰

亀4福鴨質砂岩゜囎゜凝灰岩の互醇さ約1°mの介入があり・鞘流

　　層　　　　　　　　と考えられる。山女一一XP沢の本岩は緑色凝灰岩（岩稲層）に伴
　群　3　古鹿熊層　　　　　　　「
　　　　　　P　　　　　う変質安山岩によつて貫かれ，．叉古鹿熊の南東では流紋岩上に

　　2岩　稲　暦　主として同告の大礫（径1m～40cm大）よりなる礫岩及び砂

　　1李澤流紋岩　岩を介在し，更にその上位に緑色凝灰岩類が分布するようであ

る。後者の噴出前に介入した侵蝕期が期待される。従つて後述の古鹿熊層とは明瞭な不

整合である。本岩は或は池辺展生・松本隆の太見山層群に属するものかも知れない（7）。
）

　2　岩稻層（緑色凝次岩）角川上流旧松倉・春H・河原波を中心鴎安山岩質凝灰

岩・緑色凝灰岩・安山岩熔岩等を主とし，一部に頁岩質・砂岩質岩り介在する岩層が分

布する。更に山女・奥平沢の手取層群・花歯岩・流紋岩を貫き同類岩が分布する。これ

らの安山岩並びに凝灰角礫岩は，福平層のそれと野外に於いて大いに様相を異にし，又

鏡下に於いても変質の著るしV・ことが観察され，所謂緑色凝灰岩である。本岩層と平沢

流紋岩とは不整合と考えられるが，上位の古鹿熊層との関係な明にしてV・ない。本岩層

は小野暎の岩稲層群h部即ち池辺展生・松本隆の岩稲累層⑧に対比の可能性が認めら

れるので仮に岩稲層としておく。

　3　古鹿熊層　松倉村古鹿熊を模式露出地とし，その東方八つ谷・片貝谷村山女谷に

最も著るいハ発達がみられる。層厚100ん250m模式地では，主として灰緑色凝灰質砂岩・
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暗灰色買岩叉は細粒砂岩・礫岩の互層で，時に厚さ数mの安山岩々床又は岩脈・砂質凝

灰角礫岩の介入が認められる。下位の緑色凝灰岩との3瑠係は不明であるが，上位の福

平層とは整合である。古鹿熊・春日では，砂岩中痔にノジユールを含み，平沢西南の馬

の巻谷と共に，貝殼・海謄・蟹・有iL虫・植物の破片等タ見出される。片貝川及びその

以北では，基盤岩類叉は流紋岩止に不整合にかさなり，上位の福平層とは整合である。

片貝谷村黒谷・古鹿熊八つ谷では石英粗面上に殆んどその円礫のみからなり，僅に他岩

の円礫を含む層厚15～29mの礫岩があり，明に流紋岩とは不盤合である。その上に粗粒

堅硬な石英質砂岩があり，貝化石を含むが保存不良である。本層の化石産地とその種類
コ

は次の通りである。

　春　　同（古鹿熊部落一春日部落間の角川橋7）hth　15em東岸砂岩中）

　　Acila　sp．，　Anadara　sp．，　Cardium（ClinocaYdiu〃2）cf．　ciliatum　Fabricusi

Cαア4fz¢m（Vasticaプ4伽〃z）sp．，　Cardiu〃z　sp．，　Lucina　actilineata　Conrad，

LUtiua　sp．，　Rimella　sp．，　‘‘Callianassa，，　sp．

　古鹿熊（部落西端の橋砂岩中）

　　Ptacopecten　sp・，　Propeamussium　sp・，　Acila　submirabilis　M　akiyama，，

Comψsocymax　sp．，　Epitonizcm　sp．、　Turritella　kadonosa　

waensis　var．

ikuγidaniensis　Ida（MS．）

この他に肉眼約にも有孔虫が相当認められるが，内尾高保はRotaZia　tochigiensis

Uchio（MS・）i　Vaginulina　otukai　Uchio（MS・）のふくまれることを報告⑨された。　M

　古鹿熊八つ谷・（頁岩中）

　　Ostrea　gravitesta　Yokoyama

　前平沢馬の巻谷（渓流の北岸灰緑色凝灰質砂岩申）

　　PrePea〃zussiUM　sp。，　Acila　sp．，　yoZdia　sp。，　Nzcculana　maga　7ikawaen　sis

、Nomura　et．　Zinbo，　Cardi”m　sp。，　Leccina　sp．，　SoZen　sp．，“Galeodea，，　sp．，

Loアαsp．，　Nati‘a（Tεごtouati‘α）sp．，　Dentaliecm　spも，　Coral　etc．

　黒　　谷（石英質砂岩中）

　・　　Emarginula　sp・，’1）enlalium　sp．

註最近の内尾氏の書信によれば，この化石暦から9科29重の有孔虫が避別され，RobμIUS　cf．

　　li〃mbo5us　Reuss，　JLagenodosa　ria　tabulata（Koch）var．ノaponica　Uchio（MS），

　　Nonion　aff．ノaPonicec〃2　ASano，　Rotalia　cf．　be‘arii（Linnむ），　EPo”ides　P2・aecin‘tus

　　Karrer，　Hpnza　waia　・　niPPonica　Asano　etc．が最も軍要な樗成種で，　AMPhi“tegi”a

　　radiata（FiChtel＆Moll），　G’oδ」2〃ま”4　bulloides　d’Orbignyも僅少含まれると云う。
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　福　，平（1）

　　estvea　aff．　laP’eroesse・i　Schrenck，　Cktamys（Aeqiei．PecteR）sp．，　CゐZ傭ンS　SPP．，

Dosinia、　c｛。　ang駕霧oides　！黛◎鶏矯ra，　Veneri｛2「¢¢　（9ξ｝捻・et；sp・IRdet辱），

　　DeRlalipam　sp．，　Echino三d，　etc．

　4　禧竿層東布施付福平布萢lll々岸を模式露出地とする。層摩650～玲00組主とし

て安山岩質凝灰角礫岩・安由岩熔岩流・凝灰質砂岩。凝灰質礫岩等美り成り，時に暗灰

色頁岩・淡黄色浮石質凝灰岩を爽む。これらに伴う安山岩は何れも複輝石安山岩で｝一一・投

に暗黒色緻嵐時に板状節理を示す。凝灰質礫岩は安出岩礫を主とする淘汰不良の大小

礫よりなる。布施川谷（福平）では。主としてその下半部に三枚の安出岩流が認められ

る。下位より第1第巫熔岩流間にある約6m層厚の礫質砂岩。細粒砂岩互層中・第盈第

騰岩欄の醇加の安山岩礫岩中・剃熔糀の上肱ある獺砂岩・頁岩・凝灰

角礫岩中に，何れも貝類その他の化石を含み，更に後者上の層理著るしい板状硬質岩中

に豊富に櫨物化石と更に，貝類・魚類も見出されるa福平層の上半は主として安山岩質

凝灰角礫岩で，中に砂質頁岩を爽む。走向はN49～5e°E，傾斜NW25～39°である。

ここでは第1熔岩流の下限を以つて，福平層の基塞と定めた。層厚650塒。片貝川黒谷一

島尻間でも本層の露出は良妊で，主として安山岩質凝灰角礫岩よりなb，その中泣に板

状節理の発達する安山岩岩脈のある池には熔岩流は認められない。一設走向傾斜は角環

沿岸のものと大差なく，層厚約990mである。南部の角川漢谷古鹿熊一鹿熊間では・露

出極めて良好で，本層の下都よりh部にかけて，少くとも4枚の熔岩流が確認される。

古鹿熊層とは全く整合で，走向N80～30°E，傾斜NW30～40°層厚約1000mと算定さ

れる。この路上では，宇都呂塚西の角庸流路に沿う県道と，大熊部落えの道路の三叉路

附近では，福平層Lに不整合に重る次記池尻層下部と思われるものが露出し，聞亀なく

断層により福平層が繰返し露われる。禎平層の化石としては，次認福平部落以南の各層

準のものの他には・松倉付池原わさび谷（池原部落の北約5◎Omの砂岩で角lll沿岸の第

護第躍熔岩流の間の層準）でCardium　sp。その他を得たに過ぎなb。

　福　　平　（2＞布施lll発電所取水口の南，第1第ff熔岩の間

C海Zam：ソs　（§．　s。）　s峯》・嚢 DiPledon重¢　∫　eyrtt9ξ獺短

　Mak　

lyama，　Z）gsinia・　sp。，　T轟rE¢ic

　　cf。　kigashinodonoen5i50三捻o鶏ikado，　SpisecZa　cf。5achagigensis　Yokoyama，

　　Atriua　cf．　Pectiuata（L童z搬6）　‘‘Gateodea，，」4PORiCa　YokQya】ma，　Oliva　sp。，

　　BabylORia　cf。　pangkae，2s’is　K。　IYIaftiR，15鋸躍5　sp・

　福　　乎　③第互第羅熔岩の間

　　P6cteg　grakgwai　Nbmira
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　福　　平　（4）第皿熔岩の上位の砂岩中

PatiηoPecten　cf・Pa74Plebejus　Nρmura　et　Hatai，　Pecten．（Fortipe¢teのsp・，

　　Nemocardinm　sp．うTCtrcica　cf．　PeriMPerialiS　N◎mura，　TStrcica　sp．，

　　DiPlodoxta（F814it・i611β）sp・，　M8κ伽癩sp触Catyptraea§P・1・Otuka，

Caγchaγodon　sp．

　福　㌦平　⑤　板状頁岩中の植物化石

　　Aceグsp。，　A．？gigantePtM　GoePPert，　Liηd　era　？sp．，　Sapium　？sp．　AlnUS　sp．，

Queγcus　sp．1　1ugla　

ns　sp．，　Ficus　sp。，　Paliuγzts　sp。，　Ptaneγa　ungeγi　Ett．，

　　Fish　bone＆　scale

　福　　平　（6）植物化石層より上位の砂質岩：i

Caプ毒㈱Sp．，　Dosi吻sp。，　M¢¢o灘sp．，　G砂¢ymeris　sp・，

Chione（LeukOmα）sp．，　PanoPe　geneγosαGo瓜d，　Natica　Sp・，

Astraea（PachyPerα）sp・　1

福平層中には安山岩礫を主とする礫岩層が介在し，熔岩流串後の侵蝕と，更にその上に

次の熔岩流出を見たことは明である示，特に不整合とゆうようなものではなV・。

　5　池尻層東布施村池尻を模式露鐵地とする。福平層を覆V・，常に安山岩礫を主と

する厚さ数搬の凝灰質礫岩に初まり，その上に浮石質頚灰岩又は凝灰角礫岩が累軍す

る。下位の福平層とは非整合の関係と考える。凝灰岩は淡黄色であるが，凝灰角礫岩は

青緑色で，風化すると黄褐色となる顔灰質砂岩を伴うこともある。是等の凝灰質岩上に

は，更に淡褐色又は暗灰色頁岩・砂質頁岩に漸移する。鹿熊・小菅沼・大菅沼で認めら

れるように，屡薄層理を示し，又はレンズ状砂岩層を爽みNttCStlaRa　sp．，　Acila　sp。，　etc。

を散点して含んでいる6層厚は大略20伽以下お算定される。本層下部の凝灰岩層は霧

しbPectinidae，“Balanus，，，　Coptetksris　sp・etc・を含み，その岩搾並びに層序的特

性と共に，極めて軍要なkey　bedとなつている。福平層の北側に，細長V・帯状分布をな

し，即ち松倉村鹿熊より東布施村由籾に亘り追跡され，一般走向N40～60°E，傾斜NW

30°士で時に50°に及ぶこともある。福平層からなる地域は，一般に地形が高いが，池尻

層の地域となると急激に高度を減する。これは一・部は断層関係にもよると解されるが，む

しろ差別侵蝕によるものであろう。本層の主な化石産地とその種類は次のようである。

　宇都呂　（1）L（部落の西方約40em，大熊に通する角崩橋の東）　4t

　　PlacoPecten　sp．，　Chla〃IYS　cf。　Meisensis　Makiyゑma，　　ChlaMYS

（AeqPtipecten）d・reevei　Adamus　et　Reeve，．　Ostrea　sp・，　L加αsp・（a貸・

　　kurodai　Oyama）・　　Sa〃iarPtngia？sp・，　CaPulas　sp・？（o士Cocculina　sp・り，
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　Coptoth夕ris　graYi　Davidson，　Bryozoa．

宇都呂　（2）　（部落の東北谷約1．2km）

　Cklampys　・ff・　・kaneharai（Y・k・y・m・）

鹿　’熊（部落より松倉城趾への道，標高200mの地点）

　Chlamys　cf・　cosibensis　Y・k・yama，　Lzacina　spectabiliS　Y・k・yama．

池ノ谷（池ノ谷部落西方約300mの道路脇青緑色凝灰角礫岩中）

　Placopecten　sp・，　　Chlam夕s　kaneharai（Yokoyama），　C。　sp．，　Lima（Acestの

　sp・，　　Lzzcina　sp・，　　Dosinia　sp。，　　‘‘Batanus，，　sp．

．坪　　野（坪野部落東南約1km漢谷に露出する凝灰質礫岩中プ　　゜

　PlaCopecten　sp・・　Patinopecten　sp・，　Chlam夕s　kaneharai（Yokoyama），

C・cf．　miyatokoensis　Nomuxu　et．　Hatai，　C．　sp．，　Pecte箆kagamianus

　Yokoyarロa，　　Dosinia　sp．，　　Lucina　sp．，　　Coptoth夕ris　graYi　Davidson　etc．

片貝谷村焼山谷

Chlamヅs　cosibens・isぐYokoyama）　C．　sp．　Placopecten　sp．，

　Gl夕c夕meris　sp・，　　Ne〃lOCa2・4∫π〃z　sp。，　　Trockus　sp．，　　Puncttiγeua　sp．，

　Tugularia　sp．　　　　　　　　　　　　　　　　、

　次に池尻層の上部細粒砂岸中のノジユノル中から1得たものには次のようなものがあ

る。

　鹿　　熊（部落北方果道脇）

　　Th7acia　sp・，　　Nuculana　（ノttpiteria）sp・，．’Nassarius　sp．，　Alvania　sp．，　etc．

　池　　尻（部落西方布施川西岸の本層上限の梢下）

　　

ACila　cf・・NanagawaensiS　N。mu・a　et・Zinh・，　NassdriuS　sp．，　NuCulana　sp．，

Olivella　sp．，

池尻層基底の礫岩は径1～4cm±の礫を主とするが，時に淘汰極めて不良のことあり，宇

部呂附近では長径　1．5mの巨礫をも含む。既述の如く化石には多数のPectinidae，

C・醐妙ゴ・g・颯β・1・・π・等の破片の集積が認められ，吹送流の激し沁、った，un。，iti。

fasciaの堆積物で，福平層との非整合も，或は海底侵蝕によるものであり，’そのような

堆積環境から更に深度を増しmes・neritic・subneritic　fasciaの泥質岩の堆積を見たもの

であろう。このことは池尻層止部並びに次記東城層下部の化石faunaから見ても判断

される。池尻層は次記東城層と整合の関係で漸移するが，ただ池尻西方約soemの地点

では厚さ1mの礫岩層溶10mの幅に両岩層間に介在することが認められる。

　6‘東城層　片貝谷村東妓を模式露串地とする。主として塊状青灰色一風化すうと淡
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黄福色一中粒砂岩●細粒砂岩よりなり，下泣の池尻層との境県は池尻附近の一一esを除

謹，明確を欠き漸移する。之1こ反して，上位の室田層との3馴系は明瞭で，後者の基底礫

岩及びその直上の第一一軽石層を顕著なkey　bedとして境界を定めることが出来る。両者

の関係は不懲合ではないかと考える。模式地の他には，松倉付金山谷を中心とする角lll

沿岸。同村稗畠一北山間。片貝谷付島尻以北の片貝川南岸用フk路・布施川沿岸池尻一笠

破間等に比較的良好の露出がある。層厚は布施川々岸では350m，片貝川々岸では490m

と算定する。本層の中部・下部には角川沿岸川向一鹿熊間・稗畠・東城・田籾等に見る

ように，層理の著るしV・砂岩。砂質頁岩を伴い，又層理に平行にノジユ・…7Vを含むこと

もある。例えば松倉付役場の北方400田から稗畠に通する林道上・同役場附近・上野方

村大谷鉱泉の南400m附近・片貝川南岸島尻以北の用水べり・東残の西1km片貝川岸及

び池尻の北で観察され，東残層の下部中部に多v・。叉本層下部の種々なる層準にまばら

に！霊6惚sp．，丹駕κ勘灘§p．，等が見出され池現層と部に類似してbる。野外調査の結果

から見ると，本層は上市地区の薪1寸層上部相当層から，薪山層に亘る一連の累層に比す

べきものと推定される。従つて上市地区で見出されたような新山層基宜の礫岩層や侵蝕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　艶べ
面の有無に就V・ては注意深く調査を進めたが，岩相の急変・侵蝕面並びに普遍窪ある礫

岩の発見は出来す，下位の池尻層との境界も余り明に出来なかつた。

將来東城暦が再瞼討される場傷資料となるような事項を参考に記述しておく0

　1）松倉村役場の北約750m．5万分一地形圖に示された金山谷の卍の東方谷約200m．の林道上

で。径1cm．以下の細礫からなり，保存不良の介穀化石を含む厚さ1　ra．土の礫岩暦が一枚認め

られる。これより上位の東城膚は暦厚約50m．で屡々輕石片が認められる。

　2）稗畠部落の南端北山∫llの橋の挟には，贋理の萌かな砂岩中に厚さ約会m．の暗荻色礫岩が

露われている。礫の大さは裡1～2cm．が普通で，5cm。稀には30cm．大のものも含まれてい

る。礫質は安山岩が多いが，第三紀暦砂岩・頁岩導も見繊される。この礫岩暦の下底には殆んど

凹凸らしいものは観察されず，又その上位と下伎の砂岩暦にも何等岩桓の相異も認められない◎

この礫岩にはProtorotella　SP．その他の貝類化石を多薩する。これと同様の礫岩は稗繍北方約

δoera．，大谷蓑泉に通ずる林道下の漢谷でも観察されるが、．その他には露墨がない。この礫岩贋

は附近の東城暦上限下約100m．附近の暦準と推定される。術更にその上位約40m．の贋準に厚

さ50cm．の渓黄鳩色暦荻岩が爽まれているが遽跡：ま困難のようである。繭詑金出谷の礫岩と稗

畠のそれとは異なる暦準のものであろ5。

　3）島尻宗麻寺南西約20◎m　．用水路に通ずる林道の坂道で，t見非整合を悪わせるような露出，

がある◎即ち下赦より1。漫黄褐色申粒砂岩（約2m．）保存不良のご枚貝化石を含む02．青友

色細粒砂岩（1卿。）3．軽微な侵蝕面な想はせるような凹凸面4．細礫々岩（30cm．th）5．軽石質凝

友岩（2mi？　）＊：ある。これと同檬の経石質凝荻岩は更にその南酉約3◎◎艶凝尻化石暦の露出す

る滝の上位に露出する。Lucina　sP。を含む青炭色一風化すると淡黄褐色となる一砂岩上に，下

底に黄色頁岩・石英斑岩礫等の絃礫を含む厚さ不明の礫岩を俘い、黒雲母片のある厚さ灼7瓢．

の暦荻岩が露出しているが，その上は古期礫暦で直接被われるので，層序關辱は詳でないo是等

の島尻軽石暦荻岩は，坪野南東の室田暦として坂扱つた岩贋基褒のそれに類似の点も認められ
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　　る。然しかかる暦僚のもめが策城暦下部中に臨暦等によつて爽在すると認めるような証左は発く

　　認められないので，響定的に東城贋下部のものとして取扱つて置く。

　　　4）片貝ill北岸片貞斧村畢絹新では．東城贋上眼（室濁暦基寝部）より約40雛．下位に稽縛徴

　　酌な露頭が観察される。即ち下位に青荻色一風化して淡黄荻色硫黄質皮膜を生ずる一の稽硬い砂

　　’岩があり，その上位に不規則な境界面をへだ’1　（，樫1C∬コ．以下の細礫の倣点する多少軟質の砂

　　岩が累重する◎これより上位の砂岩中には，一般に多少の自色軽石片の混入が認められるように

　　なる◎是は金虫谷の細礫岩に近い暦準¢1ものかも知れない。

　東残層の車なる化石産地と種名は次のようである。

　　東　　城（部落の北方及び東方漂高約400mの地点，ノジユールを含む砂岩中，車残

・　　　　　　　層下部）

　　　・・NnCulana（ノttpiteria＞　cf．　co9／usa（Han叉ey）Nuculana　sp・，　Magletia　2　sp・，

Pitar？sp・，　Danilia？sp．，　Dentaliptm　sp．，　Coral　etc・

　　島　　尻（宗淋寺西南約500m滝の下，ノジユールを含む淡黄褐色中粒砂岩中・東残

　　　　　　　層の下部）

　　　Aeila・£・　sabPtirabilis　Makiyama・Nncutana（1ecpiterid）fn・　・p・・N・（丁鰯y－

　　　1・da）　・f．・y・紛㈱砺κ麟，　　Mallitig・P”五癬紹幽Z麹6廊C・R・ad・，

Macoma　sp．，　CPtassatellites　sp．，　VoZlseZtαsp．，　Crassispira　sp．，　Mジ城％s

　　　sp。，ハTassarittS　sp．，　Fulgoraria（PsePkaeのstriata（Yokoyama），　Clathグo一

dritlia　a貸．頒γεcos¢（Reeve），　PlanUeaves・

　　稗　　畠（前記礫岩中，東城層上部）　　　　　　・　　　・

　　　0・伽。L厩7・asei　Schren。k　An・纏。f．　iisckk’ei　D甑・e曲・，9・．・t　Fi、ch・r，

　　　CaPtdium　Sp。，　Mαctra　sp．，　Dosinia　sp。，　sPisula　kurikoma　Nomura，

　　　P70torotella　sp．，　Potinices　sp。，　Natica　or　Lunatia　sp．，　Sanguino7aZia

　　　　（Nuttalia）　sp．　LinguZa　sp。，　Nassarius　sp．，　Danilia　sp．，　Flabelliecm　sp．

　　大　　谷（大谷鉱泉南方300pa谷の西側漢流川床のノジ・・’・一’ルに富む砂岩中，東城層

　　　　　　　上部？）

NUCPtZaita　＄P・・N・（SacelZa），sp・・yeldia　sp・Lncina　c£・aetitineata

　　　Conrad，　Solen　sp；，　Leptotl2夕ra　sp．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽

　　7　室田層松倉村室田を模式露出地とする。金山谷以北の観音堂・室田の東北の

　谷・室田一稗畠闇の県道に沿い，最も良好の露出があり，更に貝田新以北の片貝川北

　岸，西布施村汽尾一御影附近，布施川々岸笠破等にもその露出が認められる。本層を構

　成するものは，砂岩優勢の礫岩・軽石質凝灰岩の互層で，処々に砂質頁岩・シルト岩の

　薄層を爽む。’砂岩は一般に黄褐色・膠結度のよくない細粒叉は粗粒岩で，礫岩は安山岩

　礫を主とする淘汰不良のものが多い。本層は東城層上に累軍し，その基寒には常に厚さ
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1m士の礫岩を伴い，その直上に厚さ20m士の淡黄灰白色の軽石質層灰岩が発達する。

この関係は北は布施川々畔の笠破から南は角川々畔川向に至るまで殆んど全地域を通じ

て観察される。稗畠の梢西から東北の谷へ約1．2km進むと，東城層と室田層との関係

を観察出来る良い露出がある。こごでは厚さ1～2cmの頁岩の薄層を爽む東城層砂

岩上に，不規則な波状の面を境にして，その上位に軽石質凝灰岩・流紋岩その他の径

4～5c：nの礫を含む厚さ60cmの礫岩ζ更に厚さユOm十の軽石質層灰岩が露出し，東城

層砂岩はN50°Wに見掛上21°の傾斜を示すに対し，上位の室田層の層灰岩は同じく見

掛上14°の傾斜を示し，両層間に不盤合の可能性がうかがわれる。これらの事実から，

室題層と東城層とは少くとも軽度の不整合関係があるものと考える。室田層は古期礫層

で被覆される処多く，直上の呉羽山層との境界を示す露出に乏しい。室田の西魚津一松

倉果道と北山に通する道銘との交叉点東の小谷以南では，軽石質層灰岩と互層する礫岩

構成礫が，安山岩を主とするに反し，以北の礫岩には，片麻岩。花嵩岩礫を霧しく混ん

する。この礫質の変化に基き，それ以南（層序上下位）の岩層を全部室田麟に一摺する

こととする。この場合には室田層の全層厚は約45Cmとなり，其の間合せて6枚の軽石

質層灰岩（一部凝灰角礫岩）が種々の層準に介在する。片貝川北岸では下位より第1・

第ll層，｝1尾一御影地域では第Ili・第皿層，笠破では第1層のみが露出い，それ以上

は呉羽山層又は古期礫層で切られている。片貝川北岸で室田層の層厚約200m，｝1尾一

御影で約150m，笠破では僅に3emに激減する。即ち室田層は恐らく西南より東北に侵

蝕度を強くするもので，呉羽山層との間に著るしい不整合が期待される。室田層申貝類

その他の化石を全然見出していないが恐らく海成のもので，層序並びに岩楓と略平林層

に対比されよう。

　8　呉弱山麿本層は室田の北秀下中島村湯上・宮津，天神村天神山附近・布施川沿

岸布施爪一笠破間の段丘崖下等に露出する。礫岩・砂岩の互層を主とし，樹シルト岩・

粘土層。軽石質凝灰岩を爽な。宮津では更に亜炭層を伴い，一時稼行されていた。砂岩

は時に偽層を示し，一般に10～25°或はそれ以上の傾斜角を示し，後期の段丘礫層が殆

んど水平であることとは著るしい相違である。本層構域の礫岩は，一般に細礫又は中礫

よりなり，段丘礫に比して甚だ小さV・。本層と室田層蕊の直接の関係を示す露頭は余り

観察されない・層厚は判然しなV・が・湯上一宮津附近では15eM．・片貝川以東布施1i船

岸では450mと推定される。（initial　dipを誤認して過大計算をしている疑がある。）化

石は殆んどなく，ただ天神山東南用水路沿V・の暗灰色粘土層中から松笠，木片等の化石

註　穏第亙暦は層厚罫4－－18m．で厚さ7－8斑．の普遙礫岩上にあり，大小安街岩孚鐸礫の多い凝荻

　角礫岩と総粒贋荻岩9kよりなる。第翼贋は暦厚憩一4瓢．で隷粒磨荻岩である◇
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　を得たに過営ない。従つて時代の決定は困難であるが，下位層準の第三系と共に，造構

造運動に参加しているので，恐らく富山市南方の呉羽山礫層に相当するものゐ考えられ

　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

c　第　　四　　系

　　1　古期礫麿　本礫層は片貝川以東では，東妓一池尻線以西，主として標高46細以

下の丘陵性山地に分布し，その西端は，天神山の標高1δOm以上に及んでいる。片貝川

’以西では，島尻一宇都呂線以西の，標高46em以下，最低120m以上の丘陵座山地に分布

する。主として東城層・室田層・呉羽山礫層を，顕著な不整合関係で被覆し，更にその

　一部は，池尻層・福平層にも及んでいる。構成礫の多くは，径50cm士或はそれ以上の

大きな円礫で，砂層・粘土層を來むこと極めて少なく，旧隆起扇状地堆積物である。こ

　の礫層の表面は可成開析が進み，処々に窓を形成し，下位の呉羽山層・室田層。東残層

　の露出する処がある。層厚は大約70～80m以下と考えられる。

　　2　新期礫麿　一般に平坦な或は極めて緩慢な傾斜を示す隆起扇状地叉は川岸段丘面

上に分布する淘汰不良の礫層で，開析は余b進んでV・ない。片貞川以東の小川寺・長引

野・大沢の川岸段丘・天神野，片貝川以西の上野方，角川以西の上中島村下椿の隆起扇

状地等を形域する。多く呉羽幽層・古期礫層を被覆し，地形平担なる為に水濁耕作に利

　用されている。　　　　　　　　・　　　　　　　　’

　　　　B　上　　市　　地　　匠　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ
a　基　盤　岩　類

　本地域に発達する新第三系の基盤をなすものは，魚津地区k同様に，手取層群お花崩

岩・片麻岩類である。前者は上布川上流の千石より早月川上流の蓬沢にかけて分布し，

陶汰不良のチヤ・・ト・火成岩等の円礫よPなる礫岩と砂岩の亙層で，岩稲層と北東一南

酉方向の断層で境される。片麻岩は小早月川上流において同じく岩稲層と北東一南西断

層で劃されて発違し，尻高山を中心にした地域と五位尾南東には，花崩岩類が八尾層群

福平層の堆積当時まで陸域として残譲れていたらしく，島状に分布してV・る。

b新　第　三　系

　当地域の薪第三系は，岩根・層序上次表のように区分盛れる。

　望岩稻麿
　地域薪第三系最下部のもので，緑色堅硬，風化すると淡緑色・青灰色・白色等を塁す

る安山岩とその凝灰岩。凝灰角礫岩よりなり，稀に黒灰色凝灰質砂岩を爽むことがある。

　小早月川の流域及び白倉山より魚津地区南東の山岳地帯にかけてよく発達し，一部，
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　6呉羽山暦　下田・種附近に毛分布する。そのタイプの地域ではかかる累層

鷲5李林m　を・鮒外治（3）・小饗撫な蝿層群と不齢劾として岩網

影新山暦羅銘し澱近池辺殿・松本隆・醐禾粒・穐礎等⑧

F）3新禰1織繋鞭驚膿薯隷離鷺
影編稲1の鱗を確鵬は出来胴㍉い轍しても次の福禰

　　　　　　　　　　as（樫尾相当層）の角礫凝灰岩や熔岩とは．その色調・硬さ・変
　　　　　？
　1岩　稲　暦　朽度等において著しく様相を異にしており・上黒瀬層或は掛畑

層と同時的のものと考えるよbは，それらを欠如してV・て，小野らの岩稲層群，f池辺等

の岩稲累層に相当するものとした方が妥当であろう。’

　2幅雫層
　　（a）下部層　鼠・青灰・黄褐。黄灰等各色を呈する層理乃至無層理砂岩と塊状乃

至剥理陸頁岩との互層で，屡々薄い角礫凝灰岩を爽み，折戸附近ceに小範囲に分布して

厚さ最大100m。不完全なOstreaを稀に産するのみで他地域との対比は困難だが，恐

らく魚津地区の古鹿熊層，従つて八亀地域の樫尾層下部に相当するものであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　（b）上部層　一部花輯岩類上に不整合に，一部下部層と整合して，護摩堂●中

村・妓山。浅生にかけての低山生地帯に広く分布する。釈泉寺南方の本層最上位には局

部的に流紋岩もあるが，大部分，安山岩質及び石英安山岩質凝灰岩・角礫凝灰岩を主と

する累贋で，時にそれらの熔岩と互層し，余り厚くはない砂岩・頁岩。凝灰質岩の挿入
　　　　ロ

も見られる。厚さ500～1，000鶏十。角礫凝灰岩中にフk磨された安山岩礫を混える場合の

あることや，砕屑岩を爽むとと等から水中，恐らく浅海中の堆積物と思われる。

　本地域では化石は得られなかつたが，岩根及び層序上魚津地区の福平層に相当するか

ら，略八尾層群樫尾層の大部に対比されようが，ただ火山性物質の顕著なことはそれと

比べて注目すべき事実である。

　3新村層
　　（a）下部層　安山岩質角礫凝灰岩・凝灰岩・礫岩・砂岩・頁岩等の互層よりなり，

厚さ約7e－・ISOm，蓑輪西方より五位尾・釈泉寺・大岩にかけて分布すう。

　基底部には礫岩乃至円礫の混る角礫凝灰岩があり，福平層との境原は往々にして凹晒

註

ee他の場所では高峯山熔岩に蔽われたり．編亭暦上部が基盤上にのつたりして見られない。上市

川中流の稲村附近で本暦が欠如しているのは，編挙暦上部と岩稲暦との間に走病方霞の騒贋があ

るのではないかと考えられるが，詳らかにし得ない。
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に富み，軽微な侵蝕面のある事が認められるが，その時代的間隙は化石によれぱ大した

ものでななV・。特に著しい事実は，現在本地域内で一番大きい河川である早月・上市両

川流域におV・ては，緑色凝灰岩・安山岩・チヤーbト・石英斑岩・花痛岩乃至閃緑岩等の

直径2～3cmより20・一一4ecmに亘る円礫を多数一es　IC含む淘汰不良の礫岩の発達が顕著で

あるのに対し，その他の所では，角礫凝灰岩中に円礫が比狡約少量或は稀に混入するも

のが，凝灰質砂岩や頁岩と交互しているにすぎなV・と言う事である。

　化石は破片的のものが密集している場合が多いが，中に比鮫約完全なものもあり，主

な種類は次の通りで，岩相●層序的ても魚津地区の池尻層の大部分即ち八尾地区の新付

層下部に略対比されよう。

　　Lim　opsis　sp．，　　Chlumys　sp。，　　Placopecten　sp6，　　　　Anomia　sp・，　Lncina　sp。，

　　　Aloid6s　（Anisocor・b3cla）　cf．　nisataiensis　Otuka，　　　　　　Nassari郡s　sp・，

　　CoraeoPkos　sp．，　Natica　sp．，　T”rcica　cf・PeriMPeriaZiS　Nomura，

　　Co〃ipsocYMax　sp．，　　Echinoidea　gen．　et　sp．・indet．

　　（b）上部層下部層上に整合して大日甫方より開谷・片地池・須卑・塩谷に亘つ

て発達する。片地池以甫では普通塊状時に厚く成層する青灰色・黄灰色等の細粒乃至粗

粒砂岩（時にノヂ＝’　”ルを含む）から始まつて，その上位に青灰色・風化黄灰色の塊状

緻密な頁岩乃至砂質頁岩が重なり，更に最上位に層理の発達する余り厚くない細粒砂岩

のある所もあつて，大岩川流域では上位頁岩は削剥されて全ぐ欠如している。彦に対

し，開谷以北ではかかる規則IEしい層序は見ちれす，塊状の細粒砂岩乃至砂質頁岩と剥

理性ある頁岩乃至砂質頁岩とが，交互して累重する。

　厚さは最小70mより400m＋まで。動物化石は各所に産出するが，何れも小型散在的

で化石層を形成せす，下部及び上部IC累重する諸地層よりも比較約深い粗と考えられ

る。主なものは次の通りで岩相及び層序上からも魚津地区の池尻層最上部と東賊層下部

’ に根当し，八尾層群新村層に対比されよう。

　　　Acila　sp．，　　Nzeculana　sp．，　　Yoldia　sp．，　　Anadara　sp。，　　Crassatellttes　sp・，

　　　Teredo　sp．，　　‘‘GaZeodea，，．sp・，　　．SiPko　ualia？sp・，　　Z）entalium　s　p・

　4新山層
　上大浦・東福寺・片地・眼目・須山西方・大松にかけて発達する。上市川以南の本層

基塞には数mmより最大5cm土までの円礫よりなる礫岩がφつて・そQ下底はゆるい凹

凸をもち，且須山では上記礫岩の厚さは僅か1ecm内外の薄V・ものに過ぎないが，その

基底面よ．り下方へ，新村層の頁：岩中に縦にうがたれた直径5mm～1cm，長さ2～5

cm位の無数のパイプがあつて，その中に砂質物が充填され，恐らく穿孔介の孔と思わ
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れるものが発見された。又，既に記述した様に新村層の厚さは変化大きく，その上位頁

岩層は最南部では欠如してV・る。従つて音川層群と八尾層群の間には地域南半では平行

不整合の存在が考えられるが，他方片地以北では両者の直接の境界には何ら礫岩の挿入

もみられす，岩租上両者は区別出来るけれども漸移的に整合していると見た方が妥当で

ある。更に本地域外に眼を転すると，北に隣接した魚津地区では池尻層より東城層まで

一連に累重してV・るが，逆に八尾地域では八尾層群と音川層群闇に不整合が認められて

いる。恐らく富山新第三系堆積盆地の奥の方程隆起の度著しく侵蝕作用を受けたのに

対し，それを離れた北域では陸化する迄に至らす連続的に堆積が行われたものであろ

う。

　新山層はフk平的にも垂直的にも比較的類似均様の岩相がよく連続するもので，普通塊

状中粒の特長ある濃青色砂岩で代表されるが，往々にして淘汰不良の2，3cm～数cmの

円礫を疎に散在ぜしめたり，同様礫岩を薄層状・レンズ状・雲状等に挿入したりし，叉

球形・楕円体形・板状等のノヂユーンレが含まれ，両者とも特に上市川流域の本層下部に

著しい。基底部より約4Cm一の所に20～50cmの青灰色凝灰質頁岩を一層爽み，黒川東

方の谷では中部に青灰色や濃青色の砂岩と頁岩の数mm～数cmの細互層が発達してい

る。厚さ約180～380p。　　　　・　・、／’

　主要化石は次の通りで魚津地区東城層の上半部，八尾地域の新山層に対比出来，瀕海

又はごく浅い海の堆積物と考えられる。

　　Acila　sp．，　Anadara　am∫cuta　Yokoyama　var・，

　　Anadara　cf．　tatunokutienosis　Nomura　et　Hatai，　Anadara　sp．

　　GZycymeris　crassa　Kuroda，　Glycymeris　cf．　minochiensis　Yokoyama，

　　GlツC夕scneris　sp．，　Pecten　SPP．，　Pecten（PatinoPecteη）sp．，　Pecten

　　（Fortipecten）sp・，　Cardium　shiobarense　Yokoy3ma，　Cardium　sp．，　Dosinia

　　（Kaneharai，のkaneharai　Yokoyama，　Dosin∫a　sp．，

、　　Merceuaria　chitaniana（Yokoyama），　Mya　cunei／or〃lis　Bδhn，　Se・riPes　sp．，

Olivella　sp・，　Coraeophos　sp・，　Natica　Sp．，　Coptothyris　graYi　Davidson

　　　　新山層中の化石の産欺について

　古生物を層序学や古生態学・古地理寧等の上に用いる場合，それが埋没・堆積され，

保存されて今｝1化石として残るに至つた要因・横構，化石帯とか化石層とか称されてV・

るものの本質等についての正しい認識る持たねばならない事は言うまでもなV・。既に井

尻正二と藤田至則ao）はこの点に注目して，綿密な観察・研究の結果化石床なる概念を

提唱した。筆者等の中長谷も此の問題について興味を抱き，上市地域の調査の際化石の
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産状について観察し得たのでその概要を記述するtu）　or。（図参照）これらの新第三系はひ

どV・擾乱もせす，化石も変形・圧縮を余り受けてV・ないので対：象として好都合である。

　i）　化石が所謂化石層や化石床をなして多数集積されているのは，主として砂岩・礫岩

の中で・八尾層群等の頁岩質のものでは化石層をなさす，その産出状態は散在的である。

　ii）化石が豊富に密集して出る範囲は限られており，全層上下・左右に亘つて一様に

産出すると言う事はなく，普通化石層よりも厚い化石の無い叉は乏しV・部分を介して何

層も重なつてV・る場合が多い。化石層の厚さは多くは10cm－～30cm，時に100cmを越

えるものもあるが，その様な場合は密な部分と余りそうでない部分とがその中に認めら

れる。

　下表左は本地域新山層中のもの，右は山口県大嶺附近の三畳系，美禰層群平原層のも　6

の（これも砂岩中で貝殼は余り圧縮を受けていない）の厚さを参考に掲げたものである。

眼

片

産 　地　　　　厚　　さ

目　2・…・・……10cm

　　　　　　　　　5

　　3　・・・・・・・・・…　　10－

　　4…………　7

　　　　　　　3～10

　　　　　　　　7～10

　　5　・・・・・…　。…　15

　　6’・・・・・・・・・…　10

　　　　　　　3～5

　　　　　　　100
地　　1　…　。…　。・…　13－

　　　2…　。・・・・・…　10－－

　　　　　　　7・－10－－

　　　5・・・・…　。・…　20

平

産　　地 厚　　さ

川　8…………30cm
30
15

　　　　　　　　　　■g　・g・・・・・・・…　10～30

　　10…………QO

　　　　　　　30
　　　　　　　150

　　　　　　　30
原4…………80
　　　　　　　10
　　　　　　　10
　　　　　　　1b

　　　　　　　50
　　　　　　　10

　　　　　　　60
　　　　　　　100

　　　　　　　10
　　　　　　　　5

　　　　　　　　5

　　　　　　　　5

　　　　　　　50
　　　　　　　10．

　　　　　　　10
　　　　　　　10

　　　　　　　10

註

　鞭長谷はその後広島県三次町附近や島根県松江市南方の所謂申新就，山口県大津郡の古第三系に

　おける化石の産状を調べる事が出来た。その観察事項については省略するが，大体におい（ここ

　に述べる上市地匠新山暦申と同檬の現象が認められる。
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　iii）化石層の形には起きく分類して比輿勺層状のものと非常に不規則なものとがあ

る。層状ρものでもその上下の境県は凹凸に富んで膨縮が著しく所謂レンズ状に消艮す

るが・不規則な形のものでは珠に様々の雲状形態をとつて急に断絶したり出現したり

し・非尻・藤田の例示した化石床に祖当するものと考えられる㍊。

　iv）化石は大部分二佼貝であるが，その配例状態をみると層状のft石層では，1）殆

んど全てが地層面に平行に横臥している場合，2）横臥しているものが多V・が中に斜や

縦のものもある場合，3）一定の方向の余りない場合がある。不規則な形のものではそ

の方向1生が比鮫的少い。更に興味のある事は，此の様な化石層の化石が横臥するものの

多V’のに反し・そのど下の層・或は化石層自体酵）中にも孤立し’9入つているもの一一

般に新山層の場合Myaが多V・一を見ると，両殼を閉じ合せたまま地層面ttc垂直に

体の後部を上に向け・棲嚇のままの状態で県鰹れているのが多い事である・

　v）層状のものにしろ不規則のものにしろ，化石密集の部は然らざる部分（多くは中

粒砂岩）よりも粗粒で，礫質の場合も多い。同一層中でも特に化石の豊富な所には礫も

多い傾向がある。もつとも化石層と他の部と岩質上区別のつかない場合もあるが。叉，

化石層中或はその上下限附近には小さな炭質物の集積された薄層や，植物の幹・枝等の

大小の破片が入つτいる場合が可成りある。

　以上の点N2から見て，これらの化石層は水流の影響の大きV・ごく浅V・海に，既に井

尻等が指摘した様に，多かれ少かれ運搬され集積したものと考えられる。

　5牢林層
　黄灰色或は灰白色の綺麗な中乃至粗粒魂状の砂岩より成り，新山層に比べその固結度

は甚だしく弱い。時に礫質の場合及び淘汰の悪V・円礫をうすくレンズ状に含む場合があ

り抄稀にごく薄V）頁岩を來む。

　基底部には数cmから30～40cmまでの円・半円礫が一・列位並んで熔るのが普通であ

るが・北方へ行くと，五反谷一東福寺の谷におV・ては30cm内外の厚さの淘汰不良の小

礫礫岩があり（横にうすくなり直ぐに全く欠如する所もある），早月川南岸では厚さ2．5

m位の淘汰良好な小円礫礫岩が見られ，それらの下底には凹凸があつて，新山層との間

に軽い不整合が考えられる。爾基底礫岩直上には帯桃色の軽石質凝灰岩・凝灰質頁岩が

註

　組爾で種の化石暦とも見倣される炭暦も．その上下の境界面は可成り凹凸のある場合が認めら

　れるo

　瑠地層がある程度傾斜しているので，垂直的噺面し：か観察出来なかつたものである。因みに現

在の淘岸におげる滴潮腺下の砂濱の状態をみると、死穀の堆積状態について以上述べたことと似

　た現象う：水李約にも看牧される。



32 今村タト治。長谷晃・村滋茂雄・香田隙直・多弗義郊。申島拡

数㎡の薄層乍らよく連続する。

　大浦・東福寺西方・黒川・極楽寺．大松新にかけて分布し，現在の厚さ約40～13Gm，

化石の産出がないので他との対比は困難だが，八尾地区の平林層，魚津地区の室田層の

下部が発達し，上部は削剥されてしまつたものであろう。

　6　呉羽山層

　五反谷東方・東福寺野の礫層下の谷間。黒川一永代野間・極楽寺南方よb正源寺へか

けて等に分布する。黒川以南では普通数cm～1ecm内外，時に50cm以上にも達する花

崩岩・閃緑岩・片麻岩・安山岩。斑岩・流紋岩・砂岩等の円・半円礫よりなる礫層が甚

だしく優勢で，その間に黄褐色の砂・青灰色粘土等を挿入しており，以北では礫層の量

は南程でなく，砂・粘土層を増し，中部に1ecm内外の不良の亜炭乃至炭質粘土を数層

はGんでV・る。基底より150～200m位の履準に厚さ約2Cmの帯桃灰色軽石質凝灰岩が南

北によく連続する。　　　’

　本層は下位地層群と同様に傾斜し，普通平林層上に軍なるが，片地西方ではそれを欠

V・て直接新山層上に乗つて明瞭な不難合関係を示している。現在見られる厚さは約250

m，河成の堆積物と考えられ，富山地方で呉羽山層と総称されてV・るものに相当する。

C　古期及新期礫層

　共に砂・粘土を爽む河威の礫層で，黒川以北では古期礫層が東福寺野・大H・千鳥等

の開折の進んだ扇状地を構成して海抜最高30emの高所にまで分布し，その西北方の開

折の進まない扇状地を新期礫層が構成している。黒川以南の100～120m以下のごく緩く

西へ傾斜した平坦な広い扇状地は全て新期礫層で作られているが，その下にそれよりも

やや固結度の進んだ旧期のものが所々小6く顔を出してV・るのが認められる。

　両者とも呉羽山層に比べると礫が大きく，固結度が弱く，且傾斜も蓬かに緩漫で殆ん

ど水平である。　　，

d　高峯山熔岩類

　本地域の南方高峯山より大岩・水上・骨原・種等にかけて広く分布し，特異な地形を形

成してV・る両輝石安山岩質の砕塊熔岩で，福平層上を不整合に被覆してV・るから，それ

以後と云う事しか分らないが，恐らくもつと新期のものであろう。

　　　　　　　　　　皿　地　　質　　時　　代　　　　　　　　　、

　本地域第三系の基底を占める平沢流紋岩は，古鹿熊層並びにその下位の緑色凝灰岩と

は不整合の関係にあるが，池辺農生等の鋸稲累層と太見山層群との何れに比すべきかは

決定し得なV・。緑色凝灰岩を岩稲とすれぱ後者の可能性も考えられる。古鹿熊層に含ま
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れるRimella　sp．は掛畑層に産し⑬，大山桂によ

れぱ，比島以南に現生の熱帯的要素とされ，砂子

坂層灰岩にも知られている㈲。Tzzrγitella　iku7∫・

daniensisは樫尾騒にPt＞，　Acita　submirabilis，

Dosiniσangsc；oidesは戸狩。月吉層に，　Nuculana

卿496ガ融繊6総∫3紛は山形県曲li韮に，　Rotglia

tochigiensis，　Vaginecliua　o撤認は栃木県馨軸の

M∫09NPsina砂岩に⑱，叉前者及びNonion　aff。

jaPonゴCaは内尾高保によれぱ八尾層群からも産

すると云う。AmPhistθgina　radiataを伴うこと

も興味がある。従つて古鹿熊層の時代は樫尾層

（F，9）の下部に近いと考える。福平層に含まれ

る　DiPlod　onta∫　errPtginata は万古洞層に⑬、

“Ga　teod　ea”jaPOniCaは樫尾層，北海道延別・恵

岱別⑱にゅPa伽oPecten　ParaP励ejzzsは柵倉職

に，Pecienαrαkawa　

iは大戸瀬層に㈹，　Calypt一

γea　sp．1は上部門の沢層⑳に，　Spisula　sachali・

nensisは大堤層．茂庭層鋤に，　Acev？giga　ntexm

は中部中薪世に知られている。層序関係と合せて

本層も樫尾層に対比されよう。池尻騰に産する

CklamPtS　M・eisensisは万古洞層・音川層群下部・

余川層群八代累層に，C。　cosibensisは樫尾層．茂

庭一佐保出層に，Cmiyatokoensisは大庭層゜

茂庭層●津川盆地の粟瀬層⑳に，C融解加7認は

一般にR£－F3総に，　P8¢ten　kggamiantiSは余鳩

層群吉滝層（F3・一一G）に，Acilaヅanagawaensisは

大堤層に産する。従つて池尻層の時代は新村層に

対比され基底下の不整合は大きな意味のものでは

なV・。東残層下部のAcila　s廟η勿う漉∫，　Futgoraria　striataは樫尾層からも知られ，

LPtcigd　aotilineataは一般にF3－一一Gに多V、。層序関係と合せ考えると新村層の上部又

は音川層群の下底に近いものであろう。東残層上部にはPrCteretella　sp．を産し恐ら

く中新世と見るべく新山層の特徴種を見出していないが層序的に同層に対比されよう。
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上市地区漸1寸層下部産Aloides　nisataieRsisは樫尾職に，　Turcica　cf。　PertMPerialis

は魚津地区の福平層に産するから，化石の上からも新吋層と見ても余り無理費はな

い。新山層としたものは岩相・層序共に模式地の斬山層ttz　－kく一致すると共℃，同層産

Gly6ym8ris　cr4SS4，　Meプ6euaria　ckitanicn8，　M夕a　cune∫ノ　orm　isは薪山層の特徴種

で，Dosinia　haneharai，　CaγdiUin　shiobarenseの産出と共℃斬山層（G）とすること

は妥当と考える。平林層からは化石を得ていなv・が岩相・層序上かく定めた。室田層も

略平林層に対比されよう。

V　地　　質　　構　　造

本地域斬第三系は北々東方向で西へ緩錯した単斜構造を形成する。

　走向・傾斜の個々の変異は別として，一投走向は魚津地区ではN40°E，上市地区の

南半ではN30°～40°E，北半では略N10°～20°Eであり，例外として早月lll南方及五位

尾の池尻層下部，折戸の福平層下部附近がN60°Eに近い。

　傾斜は角礫凝灰岩中の急傾斜（50。～60°め場合もある）は堆積当初のinitial　dipが

加味されているものでもあろうが，一般的傾向として，下部岩層（福平・池尻●薪山層

辺迄）は平均20°～30°，上部岩層（呉羽山。平林・新山・室田・東城の一：部辺迄）は

15°～20°位である。それにも拘らす下部から上蔀呉羽山層まで別に何らの短期間的な構

造的運動を示す傾斜不整合は認められす，恐らく富山湾lfC向つて山岳部の方が既に新第

三紀から徐々に引きつづきごく緩漫な傾動運助をしているものと考えられ，それは爾新・

旧期礫層の形成時にもつづいて認められる傾向である。

この緩い単斜構造は呉羽山層堆積後，旧期礫層前の北30°～40°西で略現在の富山湾に向

つて垂直的な方向の後成断層で変形されている。

　北から稗畠一古鹿熊東方のもの，早月川南岸のもの，東福寺一折戸のもの，開谷一五

位尾北東のもの，及び同南西のものがこれであり，地層の転位，岩層の擾乱，局部的急

傾斜，断層角礫岩や断層粘土の存在等によつて確め得られる。’

新第三系と基盤とは既述の如く北50°～40°東の断層で屡しているが，それに近く略同方

向の断層が小早月川上流の岩稲層中，宇都呂，北山一鹿熊に認められ，後のコ者におV・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ
ては，福rPin－一池尻層又は東城一室田層を繰返えす結果となつている。この北東系の断層

と北西系のそれとの前後関係は詳でないが，北山では北西系が後成のようである。以上

の諸断層は山岳地帯の隆起と富山湾の沈降運動に関係あるものかも知れない。
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藤田和夫　1949　新潟県津川盆地の第三系　地質學雑誌　第55巻　第650　一一　651号

池辺展生－1948‘‘Lettef　Nomination，，について　堆學團仁t研究会誌　第2巻　第2号

　　　On　the　Neogene　Tertiary　Formations　in　the　Uozu－Kami－ichi　District，

　　　　　　　　　　　i・the　E・・t・・p　P・rt・f　T・y・m・P・df・ctu・e，　J・pan・　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（abstract）

S．Imamura，　A．　Hase，　S．　Murati，，H．　Yoshida，　Y．　Tai＆H．　Nakaj　ima．　　．

The　Neogene　Tertiary　・　formations　in　the　eastern　part　of　Toyama　Prefecture　overlie

the　so－ca11ed　Hida　gneiss，　granite　and　Tetori　group　unconformably，　although　locaIly

with　fault　contactsi　and　are　covered　with　Pleistocene　or　Recent　elevated　alluvial　fan

deposits．　They、form　a　monoclinal　structur6　dipping　to　northwest　wlth　general　trend

of　northeast　to　southwest　direction．　The　general　stratigraphy　bf　this　district　is　as

following　tal）le，　in　descending　order・
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Age

●

G．roup
・UOZU area

Format　ion

Pleistocene

ロP．Pliocene・

low．　Pliocene

up．　Miocene

　　　（G）

b

m髭1．　Miocene

　　　　（F3）

（F2）？

……’…’ ？　…’…”…

　　low．　Miocene

　　　　　（F1）？

O
t
o
k
a
w
a

ts
u
o

o
ka
w

F
u
t
o
m
i
・

y
a
m
a

Pre．Tertiary

Elevated　fan
　　dePOBits

　　unconf．

Kurehayama
　　lJ”O－“40「Cm．

uncont．

Muroda
　　　30－450m．’

disconf．

TojyO

　　30「o－4gom．

Ikejiri

200m．一

discont．一

Fukuhira

　　　650－－1000m。

，

Furukakuma

　　　　100－150m．

　　　　　　　　　1

　　　　　　？

　　Iwaine？
　　　（Green　tuff）

　　　unconf．

Hirasawa　rhyolite

Rocks＆Fossils

Fluvial　gravel　with　sand＆clay．

Cross・bedded　sandstone，　conglomerate，　siltstone，

c㎏ywith　pvmice　tuff’＆1ignite．

　　No　marine　fossils．

Conglomera　te，　sandstone，　sha　ly　sandstone，　pumice

tu伍te　＆　tuff　breccia。

　　！ofossil　shellg．

Massive＆thin　bedded，　mediu田to　shaly　sand・
　　　　　　　　　　　　ロ
stone，10ca　11y　interca　lated　w　ith　conglo　merate　and．

pumice　tu伍te，　POrtly　nodular．・UpPer　part　with

P／otoroまe〃4　sp．，8がsula勧7伽2吻，　Lucina　cf．

a‘tili〃eata，　Flabe〃u〃Z　sp．　etc。，　Iowef　part　with

Nuc〃o”4　cf，ω”ノusa，1V．（？hestyledのcf．

y・吻α伽αちAcila　gf．　S麗わ擁γα備s，　F　ulg・γαナ歪α

｛P36」ρ」haea）　striata，　Lu‘わ¢a　ごZ‘蕗」ゴπ60’a　etc．9

Sandy　shale，　shale，1enticular　sandsto1】e，　andesite

加ff　breccia，　pumice　tuff＆　tu漉ceous　basd　ccn・

glomerateL　Abundant　Pectinidae　as　P召‘f6”kaga・

甥量απμs，Chla　

m）gs¢｛．　cos歪b卿s歪s，　C？7ηe｛sens｛s，　C．

肋”ehaプai，　C．　cf．〃1り，atokoensis＆Coρfof乃ツ7ゴ8

9野ayi　etc・・

Two。pyroxene・andesite　lava，　apdesite　tuff、　breccia，

tuffaceous　sandstone，　conglomerate，　partly　with

ghale．　Pecte”a／akawai，　PatinoPe‘ま¢”P〃4μ¢か

¢ノUS，‘‘Galeodea”ノaPonica，　DiPledonta／e。

rtUginata，　Tur‘ica　cf．　P〃ぎ〃ψ¢吻1ま5，　sp　isu’a

sach｛認量nensis，　Carcharodon　sp．，　Aceγ？gigαη。
　　　　　　　　　　　　　，

teum　ete●9

Conglomerate，　sandstone，、　tuffaceous　sandstone

with　black　shale，　partly　nodular．ノ1‘ぎ14　s〃ゐ〃aira。

b葦麗s，Nzκ麗la”αfηa・garjk召ωae”3」3，　Cardiu〃1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
cf．‘まZ葦4加甥，　L麗cまηααc馨ぎlineata，　Dos歪”歪αcf．

α”9多tloides，　Os2γθα　97α7雪itesta， 」Rま772¢μ8　sp．

Ro観iα20‘碗9伽s歪3，　v召gi鰍髭”4伽肋ぎ君甥ρ轟」・

stegina　radiaia　etc．．

Altered　andesite　lava，　d　ike，　andesite　tuff　＆　tuff

brecc　ia，　partly　w　ith　tuffaceous　sha　le＆sandstone．

Rhyolite　flow　partly　with　sandy　tvff＆tuff

bre㏄ia．

unconf．　＆　ifault

Jurassic　Tetori　grovp，　H沮a　gneis9＆　granite．

Kami，ichi area

Formation

Elevated　fan
　　deposits

　　unconf．

Kurehayama
　　　　　，　250m．

　　unconf．

Hirabayashi

　　　　　40－130m●

discont。

Arayama

　　　　180－380m．1

一
localロnconf．

Ni．i…1’；：？；」・一・

lower

70・180m．

disconf．

Fukuhira、

？

upper

SOO－

　1000rn．

置ower

1100m。一

lwa　ine？

　　　（Green　tuff）

Rocks＆Fossils

Fluvial　gravel　with　sand＆day．

’

Conglomerate，　sandstone，　clay，　pvmice．tuff　w　ith

lignite．　　No　marile　fossi：s．

Med　ium　to　coarse　massive　sandstone　w　ith　tb血

basal　conglomerate　and　pumice　tu伍te．　No　marine

shells．

Medium　massive　sandstone　w　ith　thin　conglomerate

＆　sha　ly　tuff，　partly　n　edu：ar・　G1．y‘ン〃28グゴs　‘プassa

Mツa6〃緬ノ0プ卿S，　Anadara　cf．　iatuinokutieM5iS，

Cardiu〃Z　3海o∂4プense，　Dosj”勉　ka”ehaプロま，

CoptothNr量s　gγαジi　etc．．

Fine　to　coarse　sandstone，　sandy　shale，　shale，

partly　nodular．‘‘Galeodea’，　sp．．Acila　sp．　Y　oldia

sp。　etc．。

Sha　le，　sandstone，　conglomerate，　andesite　ttff　breoc　ia

＆tuff．ノ【’oま4¢3　cf．　nisa’ tate”5歪s，　Tur‘ゴ‘〃cf．

ρεγま7η」ρ〃如髭零，C轟Z4〃2ツ3　sp，　etc．…

Andesite，　dacite　hva，　their　tuff＆　tuff　breccぬ

with　thin　sandstone＆shale，　Zoca　lly　rhyolite．

Sandst6ne，　shale，　massive　to　banded，　with　tuff

breccね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　Ostrea　Sp．

Altered　andesite　lava，　andesite　tuff＆tuff　breccぬ

with　tuffaceous　shale．

＿
　　　　　　　　　　＿一＿　unconfg　　＆　　fault

　Jurassic　Tetori　group，　Hida　gndss．’＆granite・

■
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